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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本国内と植民地・勢力圏の鉄道を包摂する日本帝国圏鉄道という概念を
提起し、その経営発展の過程を人的資源、鉄道運営、国際関係の三つの視点から考察することを目的としてい
る。具体的には、日本国鉄と台湾鉄道、朝鮮鉄道、南満洲鉄道を事例として、その相互間の人的交流や技術移転
の分析、鉄道運営の比較検討などを軸に研究を進めた。その結果、日本帝国圏鉄道の発展プロセスの特徴は、日
本内地における欧米から日本ヘの鉄道システムの移転・自立と、内地から植民地・勢力圏への鉄道システムの再
移転が、段階的にではなく、折り重なりつつ進行した点にあることが明確になった。

研究成果の概要（英文）：This research explored the notion of "Railways within the Japanese Imperial 
Sphere of Influence": the railway systems in Japan and its colonies and spheres of influence. 
Specifically, the study investigated the development of the Japanese Government Railways, Taiwan 
Railways, Korean Railways, and South Manchuria Railway from three perspectives: human resources, 
railway operations, and international relations. The research examined the exchange of human 
resources and technology among these four railways in the Japanese Empire and compared their 
respective operations as railway systems. It revealed that the development process of these railways
 first involved the transfer of railway technology and operating knowledge from the West to Japan 
and a gradual shift to independent operation. This was followed by a re-transfer of the railway 
system from mainland Japan to its colonies and spheres of influence. Notably, this process did not 
follow clearly defined stages but was a layered one.

研究分野： 経済史・経営史

キーワード： 日本帝国圏鉄道　日本国鉄　台湾鉄道　朝鮮鉄道　南満洲鉄道　人的資源　鉄道運営　国際関係

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本帝国圏における鉄道発展の研究は、従来、日本国内と植民地・勢力圏に分断した形で進められてきた。また
研究視角が所在国・地域の枠内にとどまっており、国際関係や世界市場のようなグローバルな視点が弱かった。
これに対して本研究は、日本帝国圏という一国を超えた領域での鉄道システムの形成過程と内部構造を、域外と
の関係や国際比較にも注目しながら分析した。その結果、日本帝国圏の各鉄道は、互いに有機的な結びつきを有
しつつも、それぞれの地域特性にあわせて、独自の経営システムを構築していったことが明らかになった。それ
は、東アジア鉄道業の歴史的淵源を探る上で重要な視点といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

鉄道経営は営業、運輸、労務、財務などさまざまな業務を統合する複雑な組織体であ

り、一国の輸送ネットワークの根幹である。戦前日本は 19 世紀後半に欧米から鉄道経営

システムを移転したのち、19-20 世紀転換期に技術的、経営的に自立し、以後、断続的に

最新知識・技術の導入を続けつつ、独自のシステムを構築していった。それと並行して日

本は、帝国的経済圏の拡大にともない、台湾、朝鮮、南樺太、「満洲」へと鉄道経営シス

テムを再移転し、東アジアの経済統合を進めた。こうした日本帝国圏での鉄道発展の過程

について、従来の研究は、日本国内と植民地・勢力圏に分断した形で進められてきた。ま

た両者とも、研究視角は日本、台湾、朝鮮、「満州」といった所在国・地域の枠内にとど

まっており、国際関係や世界市場のようなグローバルな視点が弱かった。さらに国際比較

の視点も希薄であり、日本帝国圏鉄道の国際的な位置づけが不明瞭であった。 

 

２．研究の目的 

これらの問題点を克服すべく、本研究はまず、日本国内と植民地・勢力圏の鉄道を包摂

する帝国圏鉄道という概念を提起した。そのことによって、両者の分断という問題が解消

するのみならず、一国史もしくは一地域史の枠を超えた考察が可能になった。その上で本

研究は、国際関係と国際比較という二つの方法を並行して採用することにより、日本帝国

圏鉄道をグローバルな文脈のなかに立体的に位置づけることを目指した。それは一国史の

枠にとらわれがちな日本の鉄道史研究をグローバルに展開する、第一歩となることが期待

できる。 

 

３．研究の方法 

以上の問題意識に基づき、本研究は帝国日本をめぐる鉄道経営の国際移転を、人的資源

と運営管理の側面に注目しながら検討した。具体的には、日本帝国圏鉄道が本格的な発展

を遂げた明治後期から両大戦間期を主な対象時期とし、鉄道運営や人的資源の形成をめぐ

る日本内地と植民地・勢力圏の関係、植民地・勢力圏相互間の関係の双方に注目した事例

研究を行った。さらに本研究は、日本と韓国、台湾の国際共同研究という性格も有してい

る。そのため、2022 年度には 7 月にパリで開催された第 19 回世界経済史会議

で ”Transforming Knowledge and Human Resources into Wealth and Power: Comparative 

Perspectives on Engineers, Merchants and Labour in East Asia, 1850–1945” というセッションを

組織し、11 月には台北大学で「東亜近現代史中的変遷・対抗・融和」というタイトルの

国際シンポジウムを実施して、国際比較の議論を深めた。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は、最終的に『日本帝国圏鉄道の形成』というタイトルの共著として刊行

したい。その第一次原稿は、すでに各研究分担者・協力者から提出されており、今後、執

筆者相互の間での意見交換を行った上で、本書の編集作業に取りかかる予定である。 



2 
 

『日本帝国圏鉄道の形成』は、3 部 6 章から構成される。その具体的な内容は、以下の

とおりである。序章では、まず「日本帝国圏鉄道」の概念を議論し、先行研究を整理した

上で、本書の議論の前提として日本帝国圏鉄道の東アジアの中に占める位置と役割につい

て、営業距離、従業員数、鉄道用品市場という三つの視点から論じた。 

「第Ⅰ部 人的資源」では、日本帝国圏鉄道を支えた技術者・経営者・労働者といった

人々の構成と、その編成原理の特徴について考察した。「第 1 章 日本帝国圏鉄道の形成と

人的資源: 1895-1914」(中村尚史)は、戦前日本における鉄道経営者・技術者団体である帝

国鉄道協会(1899 年設立)の会員名簿をデータベース化し、これを帝国圏各鉄道の職員名簿

などと照らし合わせることで、日本帝国圏内における会員の移動を分析した。その際、と

くに台湾領有、朝鮮半島の勢力圏化によって、台湾総督府鉄道部、京仁鉄道、京釜鉄道な

どが発足した日清戦後期と、南満洲鉄道、樺太庁鉄道部、朝鮮総督府鉄道局などが発足し

た日露戦後期に注目し、日本の鉄道帝国の形成過程における人的資源の供給源を明らかに

した。 

 「第２章 日本帝国圏鉄道における人的資源管理の比較分析」(林采成)は、日本帝国圏

鉄道において人的運営管理のために展開された賃金制度、採用、昇格、教育、労使関係な

どと人事制度を比較分析し、日本内地と外地との相違性、植民地雇用構造、経済不平等な

どを明らかにした。鉄道の拡大は、当然、労働力の拡充を必要とする。日本帝国圏鉄道の

場合、戦前期を通して徐々に現地民の採用が増えたものの、労働力の現地比率は全体の

30-40％に過ぎなかった。これは現地民の採用が圧倒的に多かった欧米植民地鉄道から見

れば、極めて低い数字である。日本の植民地政策は英仏の自治主義や統合主義と異なり、

日本人の移住を前提とする定住型統合主義であった。その特徴が身分別・部署別配置にお

いて現れ、日本人を中心とし、賃金や昇進で日本人を優遇する人的資源管理が行われたの

である。こうした植民地雇用構造に着目しつつ、本章では賃金、採用・昇格、教育、生産

性に関する数量分析を行った。そのことによって、エスニックによる経済不平等という論

点を提示するとともに、それぞれの鉄道運営管理において見られる日本帝国的な鉄道運営

システムの特徴を解明した。 

 次に「第Ⅱ部 鉄道運営」は、日本帝国圏鉄道の運営の実態について、保線業務を通し

てみた作業現場の帝国圏内比較と、台湾総督府鉄道におけるトップマネジメントの動向と

いう二つの事例から検討した。「第３章 日本帝国圏鉄道における保線業務の革新と労働

組織」(沢井実)は、①従来の研究が等閑視してきた戦間期の日本国鉄における鉄道保守業

務の革新過程を考察し、保線区における作業現場の実態を明らかにする、②日本国鉄の経

験との比較を意識しながら、朝鮮総督府鉄道局および南満洲鉄道における保線管理組織、

保線現業組織、保線業務と保線労働組織の変遷を考察するという二つの課題に取り組ん

だ。線路維持という共通の課題を担いながらも、保線のための組織と労働のあり方は、帝

国圏内それぞれの現場における事情に大きく規定されていた。そのため保線業務の作業組

織の比較検討は、日本帝国圏鉄道の特質の析出につながるといえよう。 

 「第４章 鉄道部長新元鹿之助と日本統治時代の台湾鉄道」(蔡龍保)は、台湾総督府鉄

道部に長年勤務し、一介の技師から鉄道部長にまで上り詰めた新元鹿之助の伝記的な研究

を通して、日本統治時代における台湾鉄道のトッブマネジメントのあり方を検討した。そ

の結果、新元のような技術官僚が台湾で自らの鉄道構想を実現するためには、財政的な制
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約をはじめとする植民地統治上の大きな障害があり、設備投資が不十分で脆弱な鉄道にな

らざるを得なかったことが明らかになった。さらに本章は、台湾鉄道の財政問題を日本国

鉄、朝鮮鉄道と比較しつつ検討し、植民地鉄道としての台湾総督府鉄道の特質を探ってい

る。 

「第Ⅲ部 国際関係」では、日本帝国圏鉄道と他の帝国・地域との関係について考察し

た。「第５章 1920-30 年代の満鉄とドイツ：日本帝国圏鉄道の対欧州関係を考察するため

に」(鴋澤歩)は、日本帝国圏内で国際性の面で突出した存在であった南満洲鉄道の国際関

係を、欧州諸国、とくにドイツとの関係を中心に考察した。具体的には、満鉄とドイツの

関係について、①ドイツにおける経済、政治体制についての調査と情報収集、②国際会議

への参加とドイツ側の満鉄評価という 2 つの論点を軸に検討し、満鉄が日本帝国圏鉄道の

一部であるがゆえに有していた限界性を明らかにした。 

第 5 章が日本帝国圏鉄道と欧州との関係を検討したのに対して、「第６章 東アジア機

関車市場の展開とアメリカ・メーカー: 1887-1938」(中村尚史)は、アメリカとの関係に注

目した。具体的には、アメリカ製蒸気機関車の対東アジア輸出の動向を通して、日本帝国

圏鉄道の東アジア鉄道市場のなかにおける位置と役割の変遷を明らかにし、あわせてアメ

リカ製造業の海外進出の実態について考えた。 

 そして最後に、終章で本書各章の考察を経て明らかになった論点を整理し、そのインプ

リケーションについて論じる予定である。 
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